１農耕・牧畜の開始

1 紀元前1万年前、シリアからヨルダンにかけてのレバント地方にて農耕が始められた。

2 紀元前9000年前、イラクの

２農耕発生の文脈

1 氷河期の終焉

2 温暖化

3 大型動物の減少

4 原農業の開始

5 海水面の上昇

6 陸地面積の減少

7 人口の集中

8 集団対立

9 乾燥化

10 森林面積の減少

11 動植物の減少

12 狩猟採集生活の限界

３農耕発生の条件

1 有用植物の自生

2 栄養価の高い植物の自生

3 短期に成長する植物の自生

4 土壌

5 家畜化可能な動物の存在

6 道具の技術

7 水利

４起源作物

1 エンマーコムギ

2 ヒトツブコムギ

3 大麦

4 ヒラマメ

5 エンドウ

6 ヒヨコマメ

7 亜麻

５農耕以外の食料獲得戦略

1 採集

2 狩猟

3 漁労

4 牧畜

5 搾取

6 交換

7 混合

６牧畜化の条件

1 個体群を構成

2 移動のコントロールのしやすさ

3 危険性のなさ

4 有用性

5 草食性　③から

6 繁殖性

7 馴化性

牧畜化した動物

1. 羊

2. 山羊

3. 牛

4. 豚

5. 馬
移動手段・低高度

6. ヒトコブラクダ
（ここから第2世代）

7. フタコブラクダ

8. ラマ及びアルパカ

9. ロバ
移動手段・中高度

10. トナカイ

11. 水牛

12. ヤク
移動手段・高高度

13. バリ牛

14. ガヤル

７家畜が提供するもの

1 肉

2 乳

3 肥料

4 燃料

5 皮

6 繊維

7 労働力

8 保存食料
例：ミルク⇒チーズ

（1万年）犬、（8000年）羊、山羊、豚、（6000年）牛、（4000年）馬、ロバ、水牛、（3500年）ラマ/アルパカ、（2500年）フタコブラクダ、ヒトコブラクダ

結論

1） 人は、食料の生産という画期的な行動を開始した

2） 人は、他の動物を飼育するという行動を開始した

